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ねらいと成果

　　安全・安心な食品を求める社会情勢を受け、酪

農業界でも衛生的乳質（体細胞数）に対する規制が

厳しくなりつつある。生乳の体細胞数を引き上げる

原因の多くは慢性・潜在性乳房炎であるが、現在効

果的な治療法がないため、酪農家は体細胞数が高い

牛の乳を廃棄したり、廃用せざるを得ない。

　ステビアは南米原産のキク科植物で、一般には天

然甘味料として利用されているが、免疫活性化や抗

菌などの作用も報告されている。そこで、ステビア

抽出発酵液（ステビア液）を慢性乳房炎牛に経口投

与したところ、体細胞数が劇的に低減し、細菌抑制

や免疫活性にも効果があることを確認した。

内　容

　慢性乳房炎または体細胞数が３０万個／�以上の泌

乳牛１５頭にステビア液１００�を水１００�で希釈し、１

日１回、３日間連続で経口投与した。投与前、投与

から３および７日後に一般乳成分と体細胞数を計測

し、乳汁細菌検査を行った。また、一部の供試牛に

ついては同時期に採血を行い、末梢血単核球を分離

後、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞の活性やサイト

カインのｍＲＮＡ発現量を比較した。効果判定は投

与７日後に行った。

　体細胞数については半減以下となれば著効、低減

すれば有効、維持または増加すれば無効とし、細菌

数については投与前に細菌が検出された分房を対象

に、細菌が消失すれば著効、細菌数が減少すれば有

効、維持または増加すれば無効とした。

　体細胞数は著効例では投与前に１００万個／�以上

あったものが、投与３日後には約１０分の１に減少し

た（図）。体細胞数の低減効果は１５頭中１２頭（８０．０％）

で著効または有効と判定された（表１）。一方、細菌

数は一般細菌では３７分房中２４分房（６４．９％）で著効

または有効と判定され、ブドウ球菌では３１分房中２１

分房（６７．７％）で著効または有効と判定された（表

２）。

　ＮＫ細胞の活性には変化が認められなかった。サ

イトカインは、体細胞数、細菌数ともに減少した事

例ではＴｈ１系のインターフェロンガンマとイン

ターロイキン２の発現が増加した。一方、細菌数の

みが減少した事例では炎症促進に関与する抗腫瘍因

子（ＴＮＦα）とインターロイキン６の発現が減少し

た。このような免疫応答の違いが効果の有無を左右

していると考えられる。

普及上の注意事項

　基本的な搾乳衛生（正しい搾乳方法の遵守）や牛

舎・牛床の衛生管理がなされている酪農家で、慢性・

潜在性乳房炎牛を特定して投与する。また、ステビ

ア液の作用は免疫を介したものと考えられることか

ら、暑熱季や産褥期等ストレスに晒されている時期

の牛では効果が得られにくい。
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１０　ステビア抽出発酵液が乳牛の慢性乳房炎に有効


